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WIDEプロジェクト研究者

村井 純（代表） 慶應義塾大学 環境情報学部

石田 慶樹 日本インターネットエクスチェンジ株式会社

宇多 仁 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学センター

江崎 浩 東京大学 情報理工学系研究科

大川 恵子 慶應義塾大学 SFC研究所

尾上 淳 ソニー株式会社 技術開発本部 NS開発部

加藤 朗 東京大学 情報基盤センター

門林 雄基 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

河口 信夫 名古屋大学 大学院工学研究科

楠本 博之 慶應義塾大学 環境情報学部

佐野 晋 株式会社日本レジストリサービス

篠田 陽一 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

神明 達哉 Internet Systems Consortium

砂原 秀樹 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

関谷 勇司 東京大学 情報基盤センター

竹井 淳 インテル株式会社 研究開発本部

長 健二朗 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

寺岡 文男 慶應義塾大学 理工学部情報工学科

中村 修 慶應義塾大学 環境情報学部

中村 素典 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所

学術ネットワーク研究開発センター

中山 雅哉 東京大学 情報基盤センター

萩野 純一郎 WIDE Project

山口 英 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

山本 和彦 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

松井 学 株式会社アイアイジェイ メディアコミュニケーションズ 技術部

廣石 透 アクセリア株式会社 ネットワーク事業部

堀 眞也 アクセリア株式会社 技術部

宮本 大輔 アクセリア株式会社

田中 政裕 株式会社アドテックス システム製品事業本部 インターネットビジネス

松岡 高広 株式会社アドテックス システム製品事業本部 インターネットビジネス

新 善文 アラクサラネットワークス株式会社 先端技術企画部

大浦 哲生 アラクサラネットワークス株式会社 開発本部

木谷 誠 アラクサラネットワークス株式会社 マーケティング本部

久保 聡之 アラクサラネットワークス株式会社 ソフト開発部

河野 智彦 アラクサラネットワークス株式会社 第 2製品開発部

左古 義人 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発部

城子 紀夫 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発本部ソフト開発部

鈴木 伸介 アラクサラネットワークス株式会社 技術マーケティング部

鈴木 知見 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発本部 ソフト開発部

角川 宗近 アラクサラネットワークス株式会社 マーケティング本部



土屋 一暁 アラクサラネットワークス株式会社 マーケティング本部 製品マーケティング部

中尾 嘉宏 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発本部

矢野 大機 アラクサラネットワークス株式会社 マーケティング本部 製品マーケティング部

山手 圭一郎 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発本部 ソフト開発部

渡部 謙 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発本部 ソフト開発部

渡辺 義則 アラクサラネットワークス株式会社 マーケティング本部 技術マーケティング部

渡邉 林音 アラクサラネットワークス株式会社 営業本部 技術開発部

国武 功一 アンカーテクノロジー株式会社 ネットワークコンサルティング部

浅羽 登志也 株式会社インターネットイニシアティブ ネットワークエンジニアリング部

新 麗 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

宇夫 陽次朗 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

歌代 和正 株式会社インターネットイニシアティブ 特別研究員

木越 聖 株式会社インターネットイニシアティブ 技術本部

島 慶一 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

白崎 博生 株式会社インターネットイニシアティブ 技術本部

橘 浩志 株式会社インターネットイニシアティブ 技術本部

谷口 崇 株式会社インターネットイニシアティブ 運用部

永尾 禎啓 株式会社インターネットイニシアティブ 技術開発本部

藤井 直人 株式会社インターネットイニシアティブ 関西支社技術部

藤江 正則 株式会社インターネットイニシアティブ ネットワークインテグレーション部

藤並 彰 株式会社インターネットイニシアティブ 技術開発本部

牧野 泰光 株式会社インターネットイニシアティブ 技術本部

桃井 康成 株式会社インターネットイニシアティブ 技術開発本部

和田 英一 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

松田 和宏 株式会社インターネット総合研究所 ユビキタス研究所

黒木 秀和 株式会社インターネット総合研究所 ユビキタス研究所

田淵 貴昭 株式会社インターネット総合研究所 ユビキタス研究所

西野 大 株式会社インターネット総合研究所 ネットワーク事業部

永見 健一 株式会社インテック・ネットコア

山本 正晃 株式会社インテック・ネットコア 高信頼ネットワーク研究開発グループ

金山 健一 株式会社インテック・ネットコア 次世代ソリューション部

北口 善明 株式会社インテック・ネットコア IPv6研究開発グループ

廣海 緑里 株式会社インテック・ネットコア IPv6研究開発グループ

池田 健二 株式会社インプレス 社長室

井芹 昌信 株式会社インプレス 取締役

エルンスト ティエ Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique

リー

塚田 学 Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique

小早川 知昭 NTTコミュニケーションズ株式会社 先端 IPアーキテクチャセンタ

西田 晴彦 NTTコミュニケーションズ株式会社

NTTマルチメディアコミュニケーションズラボラトリーズ

安田 歩 NTTコミュニケーションズ株式会社

有賀 征爾 NTTコミュニケーションズ株式会社 グローバル事業本部

上水流 由香 NTTコミュニケーションズ株式会社 先端 IPアーキテクチャセンタ



白崎 泰弘 NTTコミュニケーションズ株式会社 先端 IPアーキテクチャセンタ

鳥谷部 康晴 NTTコミュニケーションズ株式会社 グローバル事業本部

長谷部 克幸 NTTコミュニケーションズ株式会社 経営企画部

宮川 晋 NTTコミュニケーションズ株式会社

森田 昌宏 NTTコミュニケーションズ株式会社

吉村 知夏 NTTコミュニケーションズ株式会社 カスタマサービス部

IPネットワークサービスセンタ

岡本 裕子 NTTスマートコネクト株式会社 サービスオペレーション部

高宮 紀明 NTTソフトウェア株式会社 技術センター

木幡 康弘 株式会社 NTTデータ ビジネス企画開発本部

由木 泰隆 株式会社 NTTデータ

関岡 利典 株式会社 NTT PCコミュニケーションズ グローバル IP事業部 事業戦略部

生田 隆由 エムシーアイ・ワールドコム・ジャパン株式会社 テクニカルソリューション部

小野 泰司 エムシーアイ・ワールドコム・ジャパン株式会社 デジタル・イノベーション・ラボ

加藤 精一 大阪大学 サイバーメディアセンター 応用情報システム部門

河原 敏男 大阪大学 産業科学研究所 ナノテクノロジーセンター

中山 貴夫 大阪大学 国際公共政策研究科

東田 学 大阪大学 サイバーメディアセンター

秋山 秀樹 株式会社オムニサイソフトウエア

大島 幸一 株式会社オムニサイソフトウエア 研究開発部

藤原 敏樹 株式会社オムニサイソフトウエア

武田 圭史 カーネギーメロン大学 情報セキュリティ研究科

村山 宏幸 神奈川大学 情報化推進本部

大野 浩之 金沢大学 総合メディア基盤センター

高嶋 健人 金沢大学 工学部 情報システム工学科

松平 拓也 金沢大学 総合メディア基盤センター

山下 仰 金沢大学 工学部情報システム工学科

大内 雅智 キヤノン株式会社 通信システム開発センター

亀井 洋一 キヤノン株式会社 iB開発センター

須賀 祐治 キヤノン株式会社 画像技術研究所

池永 全志 九州工業大学 大学院 工学研究科

梅田 政信 九州工業大学 大学院情報工学研究科 情報創成工学専攻

樫原 茂 九州工業大学

中村 豊 九州工業大学 情報科学センター

福田 豊 九州工業大学 情報工学研究科

下川 俊彦 九州産業大学 情報科学部

石津 健太郎 九州大学 大学院システム情報科学府

伊東 栄典 九州大学 情報基盤センター

岡村 耕二 九州大学

笠原 義晃 九州大学 情報基盤センター

柴田 賢介 九州大学 大学院システム情報科学府 情報工学専攻

藤村 直美 九州大学 大学院芸術工学研究院

堀 良彰 九州大学 大学院システム情報科学研究院

大平 健司 京都大学 学術情報メディアセンター



岡田 満雄 京都大学 大学院情報学研究科 知能情報学専攻

小塚 真啓 京都大学 大学院法学研究科法政理論専攻

橋本 弘藏 京都大学 生存圏研究所

丸山 伸 京都大学 学術情報メディアセンター

石田 亨 岐阜県立情報科学芸術大学院大学 メディア表現研究科

山田 晃嗣 岐阜県立情報科学芸術大学院大学 メディア表現研究科

北川 結香子 熊本大学 大学院自然科学研究科

中嶋 卓雄 熊本大学 工学部数理情報システム工学科

阿部 哲士 倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部ソフトウエア学科

小林 和真 倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部コンピュータ情報学科

馬場 始三 倉敷芸術科学大学 芸術学部 美術学科

三宅 喬 倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部ソフトウエア学科

村山 公保 倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部 コンピュータ情報学科

斉藤 俊介 KDDI株式会社 ネットワーク技術本部 モバイルアクセス技術部

北辻 佳憲 株式会社KDDI研究所 ネットワークエンジニアリンググループ

川口 裕樹 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

門田 美由紀 慶應義塾大学 総合政策学部

谷 隆三郎 慶應義塾大学 環境情報学部

森本 将太 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

朝枝 仁 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

石井 徹 慶應義塾大学（卒業生）

石田 慎一 慶應義塾大学 理工学部システムデザイン工学科

石田 剛朗 慶應義塾大学 デジタルメディア・コンテンツ統合研究機構

石原 知洋 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

石橋 啓一郎 慶應義塾大学 大学院政策・メディア研究科

市川 隆浩 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

岩崎 あかね 慶應義塾大学 理工学部情報工学科

植原 啓介 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

内山 映子 慶應義塾大学 大学院政策・メディア研究科

頴原 桂二郎 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

江村 桂吾 慶應義塾大学 Auto-ID Lab

太田 翔 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科

大薮 勇輝 慶應義塾大学 環境情報学部

岡田 耕司 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

小川 浩司 慶應義塾大学 SFC研究所

奥村 祐介 慶應義塾大学 環境情報学部

小椋 康平 慶應義塾大学 環境情報学部

苧阪 浩輔 慶應義塾大学 村井研究室

尾崎 隆亮 慶應義塾大学 総合政策学部

小野 祐介 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

小原 泰弘 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

折田 明子 慶應義塾大学 SFC研究所

尾割 功佳 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科

海崎 良 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科



海沼 義彦 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

片岡 広太郎 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

片山 陽平 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

加藤 聡夫 慶應義塾大学 理工学部情報工学科

金井 瑛 慶應義塾大学 環境情報学部

金子 晋丈 慶應義塾大学 デジタルメディア・コンテンツ統合研究機構

鎌松 美奈子 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

神谷 尚保 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

河合 敬一 慶應義塾大学 大学院政策・メディア研究科

川喜田 佑介 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

河村 悠生 慶應義塾大学 理工学研究科開放環境科学専攻

岸 浩稔 慶應義塾大学 環境情報学部 環境情報学科

桐山 沢子 慶應義塾大学 理工学部情報工学科

空閑 洋平 慶應義塾大学 環境情報学部

工藤 紀篤 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

黒宮 佑介 慶應義塾大学 環境情報学部

小浦 大将 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

小柴 晋 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

小畠 元 慶應義塾大学 政策メディア研究科

後郷 和孝 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

斉藤 賢爾 慶應義塾大学 デジタルメディア・コンテンツ統合研究機構（DMC）

佐川 昭宏 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

佐々木 幹 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

佐藤 泰介 慶應義塾大学 環境情報学部

佐藤 雅明 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

佐藤 洋輔 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

佐藤 龍 慶應義塾大学 環境情報学部

重近 範行 慶應義塾大学 環境情報学部

清水 崇史 慶應義塾大学 環境情報学部

勝利 友香 慶應義塾大学 総合政策学部

白畑 真 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

菅沢 延彦 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

杉浦 一徳 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

杉本 信太 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

須子 善彦 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

鈴木 茂哉 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

高橋 宏明 慶應義塾大学 総合政策学部総合政策学科

田崎 創 慶應義塾大学 政策・メディア研究科

立石 幹人 慶應義塾大学 環境情報学部

千代 佑 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

土本 康生 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

寺内 大起 慶應義塾大学 理工学部情報工学科

デラプレス アンジェ 慶應義塾大学 SFC研究所

リン



遠峰 隆史 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

遠山 祥広 慶應義塾大学 環境情報学部

豊野 剛 慶應義塾大学 政策・メディア研究科

内藤 厳之 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

直江 宏一 慶應義塾大学（卒業生）

中里 恵 慶應義塾大学 総合政策学部

中島 智広 慶應義塾大学 環境情報学部

中根 雅文 慶應義塾大学 大学院政策・メディア研究科

中村 友一 慶應義塾大学 政策・メディア研究科

仲山 昌宏 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

永井 ゆり 慶應義塾大学 環境情報学部環境情報学科

成瀬 大亮 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

西 宏章 慶應義塾大学 理工学部システムデザイン工学科

西原 サヤ子 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

沼田 雅美 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

野間 仁司 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

萩原 茂明 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

橋本 和樹 慶應義塾大学 村井研究室

波多野 敏明 慶應義塾大学 環境情報学部

羽田 久一 慶應義塾大学 政策・メディア研究科

林 亮 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

原 亨 慶應義塾大学 SFC研究所

原 史明 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

坂野 あゆみ 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

久松 慎一 慶應義塾大学 総合政策学部

久松 剛 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

披田野 千絵 慶應義塾大学 大学院理工学研究科開放環境科学専攻

日野 哲志 慶應義塾大学 政策・メディア研究科

平岡 達也 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

廣瀬 峻 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

福井 達士 慶應義塾大学 環境情報学部

藤巻 聡美 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

堀場 勝広 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

本多 倫夫 慶應義塾大学 政策・メディア研究科

本波 友行 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

前田 智哉 慶應義塾大学 理工学部情報工学科

松園 和久 慶應義塾大学 政策メディア・研究科

三川 荘子 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

三島 和宏 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

水谷 正慶 慶應義塾大学 環境情報学部

水谷 佑一 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

三屋 光史朗 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

南 政樹 慶應義塾大学 環境情報学部

宮川 祥子 慶應義塾大学 看護医療学部



宮嶋 慶太 慶應義塾大学 総合政策学部

六田 佳祐 慶應義塾大学 環境情報学部

村上 陽子 慶應義塾大学 大学院政策・メディア研究科

安武 佑 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

谷内 正裕 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

山上 昌彦 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

山下 泰弘 慶應義塾大学 理工学部情報工学科

山本 彰 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

山本 聡 慶應義塾大学 環境情報学部環境情報学科

横路 隆 慶應義塾大学 理工学部情報工学科

吉田 雅史 慶應義塾大学 総合政策学部

吉藤 英明 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

ローシャ ジャン 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

Rodney Van Meter 慶應義塾大学 開放環境部

湧川 隆次 慶應義塾大学 環境情報学部

韓 閏燮 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻

荒川 昭 慶應義塾普通部 教諭

鈴木 二正 慶應義塾幼稚舎

金子 敬一 経済産業省 商務情報政策局 サービス政策課

Dongjin Kwak KT Advanced Technology Laboratory Next Generation Internet Research Division

Soohyun Cho KT Advanced Technology Laboratory Next Generation Internet Research Division

Hyungkeun Ryu KT Advanced Technology Laboratory Next Generation Internet Research Division

Jaehwa Lee KT Advanced Technology Laboratory Next Generation Internet Research Division

Lee Woosik KT Future Technology Laboratory Leading Technology Research Department

Eunho Yang KT Future Technology Laboratory Leading Technology Research Department

Heesang Park KT Future Technology Laboratory Leading-edge Technology

Research Team/NGI Group

Sunglim Lee KT Advanced Technology Laboratory Next Generation Internet Research Group

勝野 聡 株式会社 KDDI研究所 ネットワーク管理グループ

田坂 和之 株式会社KDDI研究所

安藤 雅人 KDDI株式会社 NSL事業企画部

石原 清輝 KDDI株式会社 au商品開発部

臼井 健 KDDI株式会社 IPネットワーク部

片岡 修 KDDI株式会社 NSL事業本部

佐々木 亮祐 KDDI株式会社 IPソリューション商品企画部

田中 仁 KDDI株式会社 大手町テクニカルセンター ソリューショングループ

田原 裕市郎 KDDI株式会社 大手町テクニカルセンター

野平 尚紀 KDDI株式会社 サービスオペレーションセンター IPネットワークグループ

三宅 章重 KDDI株式会社 IP技術部

宮田 正悟 KDDI株式会社 ソリューション部

森田 裕己 KDDI株式会社 POWEREDCOM America, Inc.出向

久保 孝弘 株式会社KDDI研究所 IP開発支援G

中川 久 株式会社 KDDI研究所 サービスオペレーションセンター IPネットワークグループ

渡里 雅史 株式会社KDDI研究所 IP品質制御システムグループ



吉田 茂樹 国際情報科学芸術アカデミー

福田 健介 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所

Glenn Mansfield 株式会社サイバー・ソリューションズ

Keeni

齋藤 武夫 株式会社サイバー・ソリューションズ

土井 一夫 株式会社サイバー・ソリューションズ

渡辺 健次 佐賀大学 理工学部 知能情報システム学科

小林 克志 独立行政法人産業技術総合研究所 グリッド研究センター

谷村 勇輔 独立行政法人 産業技術総合研究所 グリッド研究センター

国井 拓 財団法人ソフトピアジャパン IT研究センター

阿部 勝久 シスコシステムズ株式会社 日本研究開発センター

森川 誠一 シスコシステムズ株式会社 アライアンス&テクノロジ

山崎 年正 シスコシステムズ株式会社 アライアンス&テクノロジー 先進ソリューション開発部

佐藤 文明 静岡大学 情報学部情報科学科

水野 忠則 静岡大学 情報学部情報科学科

山田 耕史 静岡大学 情報学部 情報科学科

新本 真史 シャープ株式会社 技術本部 先端通信技術研究所

豊川 卓 シャープ株式会社 A1252PT

稗田 薫 シャープ 株式会社 技術本部システム開発センタ

三好 博之 淑徳大学 国際コミュニケーション学部

小松 大実 JSAT株式会社 通信システム技術部

野田 俊介 JSAT株式会社 開発本部 技術開発部

水野 勝成 JSAT株式会社 技術本部 放送システム技術部

青木 哲郎 独立行政法人情報通信研究機構 第 3研究部門 電磁波計測研究センター

海老名 毅 独立行政法人情報通信研究機構 情報通信部門 非常時通信研究室

太田 悟史 独立行政法人情報通信研究機構 第三研究部門 情報通信セキュリティ

研究センタートレーサブルネットワークグループ

河合 由起子 独立行政法人情報通信研究機構 メディアインタラクショングループ

北村 泰一 独立行政法人情報通信研究機構 連携研究部門 テストベッド推進グループ

木俵 豊 独立行政法人情報通信研究機構 次世代インターネットグループ

篠宮 俊輔 独立行政法人情報通信研究機構 次世代インターネットグループ

張 舒 独立行政法人情報通信研究機構 情報通信部門

インターネットアーキテクチャグループ

中内 清秀 独立行政法人 情報通信研究機構 新世代ネットワーク研究センター

ネットワークアーキテクチャグループ

中川 晋一 独立行政法人情報通信研究機構 情報通信部門

西永 望 独立行政法人情報通信研究機構 無線通信部門

宮地 利幸 独立行政法人 情報通信研究機構 北陸リサーチセンター

三輪 信介 独立行政法人情報通信研究機構 第三研究部門 情報通信セキュリティ研究センター

トレーサブルネットワークグループ

領木 信雄 独立行政法人情報通信研究機構 九州リサーチセンター

井上 潔 株式会社創夢 第三開発部

宇羅 博志 株式会社創夢 運用技術部

蛯原 純 株式会社創夢 第三開発部



木本 雅彦 株式会社創夢 第一開発部

松山 直道 株式会社創夢

浅子 正浩 測位衛星技術株式会社 システム技術部

石井 真 測位衛星技術株式会社 戦略営業部

小神野 和貴 測位衛星技術株式会社 技術開発部

河口 星也 測位衛星技術株式会社 国際営業部

茶珎 俊一 測位衛星技術株式会社 国際営業技術部

小川 晃通 ソニー株式会社 技術開発本部 NS開発部

舌間 一宏 ソニー株式会社 技術開発本部 NS開発部

原 和弘 ソニー株式会社 コーポレート R&D技術開発本部 共通要素技術部門

ユーザーエクスペリエンス開発部

藤井 昇 ソニー株式会社 コミュニケーションシステムソリューションネットワークカンパニー

システムソリューション事業部 システムソリューション 1部

普天間 智 ソニー株式会社 情報技術研究所 通信研究部

本田 和弘 ソニー株式会社 コネクトカンパニー NS商品設計部

若井 宏美 ソニー株式会社 PSBG通信サービス事業部

塩野崎 敦 株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所

西田 佳史 株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所

沖 幸弘 ソネットエンタテインメント株式会社 エンジニアリング&デザインディビジョン

鹿志村 迅 ソネットエンタテインメント株式会社 E&D Gp

奥村 滋 ソフトバンク BB株式会社 技術統括ネットワーク本部

高度ネットワーク部バックボーンネットワークグループ

笹木 一義 ソフトバンク BB株式会社 商用ネットワークセキュリティ推進室

高橋 知宏 株式会社ソフトフロント 研究開発部

大矢野 潤 千葉商科大学 政策情報学部

柏木 将宏 千葉商科大学 政策情報学部

渡辺 恭人 千葉商科大学 政策情報学部

松本 智 筑波大学 第三学群情報学類

井上 隆広 筑波大学 情報学群情報科学類

井上 寛之 筑波大学 情報学群情報科学類

柏原 秀蔵 筑波大学 情報学群情報科学類

小西 響児 筑波大学 情報学群情報メディア創成学類

柴田 泰晴 筑波大学 情報学群 情報科学類

新城 靖 筑波大学 大学院システム情報工学研究科 コンピュータサイエンス専攻

中内 靖 筑波大学 機能工学系

登 大遊 筑波大学 大学院システム情報工学研究科 コンピュータサイエンス専攻

吉田 健一 筑波大学 大学院ビジネス科学研究科

来住 伸子 津田塾大学 学芸学部情報数理科学科

宇夫 彩子 電気通信大学

粂川 一也 電気通信大学 大学院情報システム学研究科

楯岡 孝道 電気通信大学 情報工学科

Nor Zehan Binti 電気通信大学 情報工学専攻

Ahmad

柳 由美 電気通信大学 大学院情報システム学研究科 情報ネットワーク学専攻



江川 万寿三 株式会社デンソー 基礎研究所

斉藤 俊哉 株式会社デンソー 基礎研究所

白木 秀直 株式会社デンソー 基礎研究所

立松 淳司 株式会社デンソー ITS開発部

塚本 晃 株式会社デンソー ITS開発部

都築 清士 株式会社デンソー ITS開発部

松ヶ谷 和沖 株式会社デンソー 基礎研究所

中根 徹裕 株式会社デンソーアイセム 運用サービス部

一丸 丈巌 株式会社電通国際情報サービス デジタルキャンパス

熊谷 誠治 株式会社電通国際情報サービス 開発技術部

下川部 知洋 東海大学 電子情報学部 コミュニケーション工学科

伊津 信之介 東海大学福岡短期大学 情報処理学科

寺澤 卓也 東京工科大学 メディア学部

冨永 和人 東京工科大学 コンピュータサイエンス学部

山岡 克式 東京工業大学 学術国際情報センター

水谷 正大 東京情報大学 情報学科

Sebastien Decugis 東京大学 大学院情報理工系研究科

浅見 徹 東京大学 情報理工学研究科

アンドレ マルタン 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

石田 真一 東京大学 情報理工学系研究科

今泉 英明 東京大学 国際・産学共同研究センター

王 智勇 東京大学 大学院 情報理工学研究科 電子情報学専攻

大口 諒 東京大学 工学部 電子情報工学科

落合 秀也 東京大学 情報理工学系研究科電子情報学専攻

賈 洪光 東京大学 情報理工学系研究科

神谷 誠 東京大学 工学部 電子情報工学科

川村 泰二郎 東京大学 大学院新領域創成科学研究科

栗田 雄作 東京大学 大学院 新領域創成科学研究科 基盤情報学専攻

阪本 裕介 東京大学 新領域創成科学研究科 基盤情報学専攻

櫻井 覚 東京大学 大学院 新領域創成科学研究科

猿渡 俊介 東京大学 大学院 新領域創成科学研究科

沢村 正 東京大学 情報理工学系研究科

七丈 直弘 東京大学 大学院情報学環

白石 陽 東京大学 空間情報科学研究センター

姜 鵬 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

杉山 哲弘 東京大学 工学部 電子情報工学科

セルジオ カリル 東京大学 大学院 情報理工学研究科 電子情報学専攻

高田 友則 東京大学 大学院 新領域創成科学研究科基盤情報学専攻

田中 陽介 東京大学 工学部電子情報工学科

林 周志 東京大学 生産技術研究所

藤枝 俊輔 東京大学 大学院 新領域創成科学研究科

藤田 祥 東京大学 情報理工系研究科 電子情報専攻

室田 朋樹 東京大学 新領域創成科学研究科 基盤情報学専攻

森川 博之 東京大学 新領域創成科学研究科基盤情報学専攻



山口 龍太郎 東京大学 大学院 情報理工学系研究科 創造情報学専攻

山本 成一 東京大学 総括プロジェクト機構 JR東海寄付研究部門

吉田 薫 東京大学 情報理工学系研究科電子情報学専攻

Ritonga Muhammad 東京大学 大学院 新領域創成科学研究科 基盤情報学専攻

Arifin

石塚 宏紀 東京電機大学 工学部 情報メディア学科 ユビキタスネットワーキング研究室

太田 恵美 東京電機大学 工学部 情報メディア学科

金子 敏夫 東京電機大学 総合メディアセンター

戸辺 義人 東京電機大学 未来科学部情報メディア学科

橋本 明人 東京電機大学 総合メディアセンター

森 雅智 東京電機大学 工学部 情報メディア学科 ユビキタスネットワーキング研究室

会津 宏幸 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

網 淳子 株式会社東芝 多様性推進部

石原 丈士 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

石山 政浩 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

市江 晃 株式会社東芝 コンピュータ&ネットワーク開発センター 開発第五部開発第二担当

井上 淳 株式会社東芝 イノベーション推進部

岡本 利夫 株式会社東芝 SI技術開発センター

尾崎 哲 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

加藤 紀康 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

金子 雄 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

神田 充 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

小堺 康之 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

斎藤 健 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

田中 康之 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

谷内 謙一 株式会社東芝 研究開発センター

谷澤 佳道 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリ

角田 啓治 株式会社東芝 セミコンダクター社 システム LSI事業部

土井 裕介 株式会社東芝 研究開発センター コンピュータ・ネットワークラボラトリ

橋本 幹生 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

福本 淳 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

吉田 英樹 株式会社東芝 研究開発センター コンピュータ・ネットワークラボラトリ

米山 清二郎 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリ

若山 史郎 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

木岡 祐介 東邦大学 理学部 情報科学科

福島 督治 東邦大学 理学部 情報科学科

八木 勝海 東邦大学 理学部 情報科学科

山口 智敬 東邦大学 理学部 情報学科

山内 長承 東邦大学 理学部情報科学科

金丸 朗 東北大学 大学院情報科学研究科

小出 和秀 東北大学 電気通信研究所

佐藤 彰洋 東北大学 大学院 情報科学研究科

長尾 真宏 東北大学 大学院 情報科学研究科

福田 啓一 東北大学 大学院 情報科学研究科



今井 正和 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

岩原 誠司 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

大熊 健甫 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

木下 淳 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

田中 美晃 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

吉原 雅彦 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

高橋 郁 株式会社トランス・ニュー・テクノロジー 研究開発グループ 京都研究室

中野 博樹 株式会社トランス・ニュー・テクノロジー 京都研究室

阿見 政宏 トレンドマイクロ株式会社 製品開発本部 製品開発部

近藤 賢志 トレンドマイクロ株式会社 製品開発部 プロダクトディベロッピンググループ

服部 正和 トレンドマイクロ株式会社 製品開発本部 製品開発部

山崎 裕二 トレンドマイクロ株式会社 マーケティング本部 プロダクトマーケティング部

飯塚 裕一 名古屋大学 大学院 情報科学研究科

岩崎 陽平 名古屋大学 大学院 工学研究科

オディラ エリシャ 名古屋大学 大学院 工学研究科

アバデ

菅 文鋭 名古屋大学 大学院 情報科学研究科

小山 知記 名古屋大学 工学部 電気電子・情報工学科

佐々木 威 名古屋大学 大学院 工学研究科

鈴木 啓之 名古屋大学 大学院 情報科学研究科

春原 雅志 名古屋大学 大学院 情報科学研究科

高井 一輝 名古屋大学 大学院 情報科学研究科

田中 和也 名古屋大学 大学院 情報科学研究科

根岸 佑也 名古屋大学 大学院 情報科学研究科

藤田 迪 名古屋大学 工学部 電気電子・情報工学科

吉田 廣志 名古屋大学 大学院 情報科学研究科

秋山 満昭 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

浅野 聡 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

新井 イスマイル 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

池部 実 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 インターネット・アーキテクチャ講座

石橋 賢一 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

和泉 順子 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

板谷 諭 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

市川 本浩 奈良先端科学技術大学院大学

岩本 聡史 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

岡田 和也 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 インターネット工学講座

岡本 慶大 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

垣内 正年 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

河合 栄治 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

川口 誠敬 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

川原 貴裕 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 インターネット・アーキテクチャ講座

河本 貴則 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

木村 泰司 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

久保 力也 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科



佐藤 貴彦 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

嶋津 裕己 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

下條 敏男 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

鈴木 未央 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

染川 隆司 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

高江 信次 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

千葉 周一郎 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

寺田 直美 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

藤樫 淳平 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

インターネット・アーキテクチャ講座

戸辺 論 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

洞井 晋一 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

インターネット・アーキテクチャ講座

中村 真也 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

永松 良一 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

櫨山 寛章 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 計算機言語学講座

広渕 崇宏 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

益井 賢次 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

増田 慎吾 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

松浦 知史 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

宮城 安敏 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

森川 泰揮 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

森島 直人 奈良先端科学技術大学院大学 附属図書館研究開発室

山内 正人 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科情報システム学専攻

島田 秀輝 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

岡田 行央 奈良先端科学技術大学院大学 インターネット工学講座

沖本 忠久 西日本電信電話株式会社 ソリューション営業本部 ソリューションビジネス部

徳永 正巳 西日本電信電話株式会社 西日本法人営業本部 ソリューションビジネス部

石井 秀治 日本電気株式会社 ソリューション開発研究本部 ユビキタス基盤開発本部

柏木 岳彦 日本電気株式会社 ネットワーク開発研究本部 IPプラットフォーム開発研究部

金海 好彦 日本電気株式会社 キャリアネットワーク企画本部

狩野 秀一 日本電気株式会社 システムプラットフォーム研究所

熊木 美世子 日本電気株式会社 NECビッグローブ・基盤システム本部

櫻井 三子 日本電気株式会社 企業ソリューション企画本部

須堯 一志 日本電気株式会社 NEC情報システムズ

鈴木 克明 日本電気株式会社 移動通信システム事業部 ソフトウェア部

水越 康博 日本電気株式会社 システムプラットフォーム研究所

百瀬 剛 日本電気株式会社 ソリューション開発研究本部 ユビキタス基盤開発本部

矢島 健一 日本電気株式会社 ユビキタス基盤開発本部

渡部 正文 日本電気株式会社 ネットワーク開発研究本部 IPプラットフォーム開発研究部

渡辺 義和 日本電気株式会社 システムプラットフォーム研究所

山下 高生 日本電信電話株式会社 ソフトウェア研究所 広域コンピューティング研究部

坂本 仁明 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

清水 亮博 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所



鈴木 亮一 日本電信電話株式会社 PF研

藤崎 智宏 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

三上 博英 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

水越 一郎 日本電信電話株式会社

森本 健志 日本電信電話株式会社 アクセスサービスシステム研究所

種田 元樹 日本シー・エー・ディー株式会社 PLASMA事業部

川副 博 日本アイ・ビー・エム株式会社 東京基礎研究所

津島 雅彦 日本アイ・ビー・エム株式会社 ISS事業部

小俣 光之 日本シー・エー・ディー株式会社 PLASMA事業部

山本 雅也 日本シー・エー・ディー株式会社 PLASMA事業部

相川 成周 日本大学 総合学術情報センター

飯塚 信夫 日本大学 大学院 理工学研究科

坂井 孝彦 日本大学 大学院生産工学研究科管理工学専攻

松本 健彦 日本大学 工学部 情報工学科

入野 仁志 日本電信電話株式会社 ネットワークサービスシステム研究所

ブロードバンドネットワークシステムプロジェクト

加藤 淳也 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

神谷 弘樹 日本電信電話株式会社 未来ねっと研究所 ユビキタスサービスシステム研究部

森 達哉 日本電信電話株式会社 サービスインテグレーション研究所

松本 存史 日本電信電話株式会社 情報流通総合基盤研究所 情報流通プラットフォーム研究所

川辺 治之 日本ユニシス株式会社 先端技術部

中川 靖士 日本ユニシス株式会社 先端技術部

保科 剛 日本ユニシス株式会社

三浦 仁 日本ユニシス株式会社 先端技術部

山田 茂雄 日本ユニシス株式会社 asaban.com事業部

高嶋 隆一 株式会社日本レジストリサービス システム部システムグループ

藤原和典 株式会社日本レジストリサービス 技術戦略室

松浦 孝康 株式会社日本レジストリサービス システム部システムグループ

民田 雅人 株式会社日本レジストリサービス 技術戦略室

森 健太郎 株式会社日本レジストリサービス 技術研究部

森下 泰宏 株式会社日本レジストリサービス

米谷 嘉朗 株式会社日本レジストリサービス 技術企画部

内山 昌洋 パナソニック コミュニケーションズ株式会社 開発研究所

伊田 吉宏 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開発研究所

井上 達 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 R&D統括グループ

尾沼 浅浩 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター

木塚 裕司 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター 技術開発グループ IPv6開発チーム

小林 和人 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター システム開発チーム

酒井 淳一 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開発研究所

篠 智則 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター システム開発チーム



瀬川 卓見 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開発研究所

多田 謙太郎 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開発研究所

本間 秀樹 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

宮嶋 晃 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター システム開発チーム

村田 松寿 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

持田 啓 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開発研究所

森田 直樹 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 R&D統括グループ

佐藤 純次 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 R&D統括グループ

石田 寛史 パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式会社 R&Dセンター

石原 智裕 パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式会社 移動通信技術開発センター

上田 伊織 パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式会社 技術本部

ネットワークソリューション研究所

竹井 良彦 パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式会社 移動通信技術開発センター

大西 恒 株式会社 日立コミュニケーションテクノロジー

キャリアネットワーク事業部 ソフトウェア部

中村 雅英 株式会社 日立コミュニケーションテクノロジー

キャリアネットワーク事業部 ソフトウェア部

澤井 裕子 株式会社日立製作所 ネットワークソリューション事業部

柴田 剛志 株式会社日立製作所 中央研究所 ネットワークシステム研究部

月岡 陽一 株式会社日立製作所 ネットワークソリューション事業部 IPソリューションセンタ

野尻 徹 株式会社日立製作所 システム開発研究所

三宅 滋 株式会社日立製作所 日立中国研究開発有限公司

森部 博貴 株式会社日立製作所 システム開発研究所

山崎 隆行 株式会社日立製作所 情報コンピュータグループ 事業企画本部

ネットワーク事業推進室

鮫島 吉喜 日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 技術開発本部 研究部

堤 俊之 日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 技術開発本部 研究部

西 章兵 日立電線株式会社 情報システム事業本部 ネットワーク機器部

長谷川 貴史 日立電線株式会社 ネットワーク開発部

井上 博之 広島市立大学 情報科学研究科

小畑 博靖 広島市立大学 情報科学部 情報工学科

岸田 崇志 広島市立大学 大学院情報科学研究科 コンピュータ情報科学系

情報ネットワーク工学専攻

河野 英太郎 広島市立大学 情報処理センター

小鷹狩 晋 広島市立大学 情報科学研究科 情報工学専攻

藤田 貴大 広島市立大学 工学研究科 情報工学専攻

前田 香織 広島市立大学 情報科学研究科情報工学専攻

相原 玲二 広島大学 情報メディア教育研究センター

近堂 徹 広島大学 大学院工学研究科 情報工学専攻

西村 浩二 広島大学 情報メディア教育研究センター

上原 徹 株式会社 ピクト

神谷 隆 株式会社 ピクト 研究開発部

日下 如央 株式会社 ピクト 制作部



山田 英之 株式会社 ピクト 営業部

渡辺 道和 株式会社 ピクト 技術部

小田 誠雄 福岡工業短期大学 電子情報システム学科

池田 政弘 富士ゼロックス株式会社 サービス技術開発本部

稲田 龍 富士ゼロックス株式会社 サービス技術開発本部 O&SP開発部

尾崎 英之 富士ゼロックス株式会社 コーポレートインフォメーションマネージメント部

草刈 千晶 富士ゼロックス株式会社 ニュービジネスセンター i-Service事業部

齋藤 智哉 富士ゼロックス株式会社 研究本部

中津 利秋 富士ゼロックス株式会社 ニュービジネスセンター i-Service開発部

西沢 剛 富士ゼロックス株式会社 STDG SI開発部

前田 正浩 富士ゼロックス株式会社 研究本部

山崎 誠 富士ゼロックス株式会社 ニュービジネスセンター i-Service事業開発部

竹田 幸史 富士ゼロックス株式会社 サービス技術開発本部

増田 健作 富士ゼロックス情報システム株式会社 DPS開発事業部第 2開発

加嶋 啓章 富士通株式会社 ネットワーク事業本部 IPシステム事業部 第 2ソフトウェア部

河合 純 富士通株式会社 ネットワークソリューション事業本部

ネットワークインテグレーションセンター

下國 治 富士通株式会社

陣崎 明 富士通株式会社 ネットワークソリューション事業本部

高山 和久 富士通株式会社 ネットワークソリューション事業本部

ネットワークインテグレーションセンター

竹永 吉伸 富士通株式会社 ネットワーク事業本部 IPシステム事業部 第 2ソフトウェア部

福田 伸彦 富士通株式会社 ネットワークソリューション事業本部

ネットワークインテグレーションセンター

松平 直樹 富士通株式会社 ネットワークサービス事業本部

分島 繁 富士通ネットワークテクノロジーズ株式会社 IPシステム開発統括部第三開発部

相川 秀幸 株式会社富士通研究所 情報システム技術部

浅野 一夫 株式会社富士通研究所 情報システム技術部

今井 祐二 株式会社富士通研究所 ITコア研究所 ITアーキテクチャー研究部

江崎 裕 株式会社富士通研究所 ITコア研究所

小川 淳 株式会社富士通研究所 ネットワークシステム研究所

黒沢 崇宏 株式会社富士通研究所 コンピュータシステム研究所 ソフトウェア研究部

黒瀬 義敏 株式会社富士通研究所 ネットワークサービス事業本部

小林 伸治 株式会社富士通研究所

下見 淳一郎 株式会社富士通研究所 ITコア研究所

新家 正総 株式会社富士通研究所

瀧 智博 株式会社ブロードバンドセキュリティ 技術部

任 俊学 株式会社ブロードバンドセキュリティ 技術部

藤井 聖 株式会社ブロードバンドセキュリティ 技術部

許 先明 株式会社ブロードバンドセキュリティ 企画部

間々田 徹 株式会社ブロードバンドセキュリティ 技術部

井澤 志充 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

石渡 優佑 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

井上 朋哉 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻



梅木 孝志 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

大島 龍之介 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

小柏 伸夫 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

木ノ下 稔 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

グエン ナム ホアイ 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

グエン ラン ティエン 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

佐川 喜昭 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

墨岡 沖 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

高野 祐輝 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

田中 友英 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

丹 康雄 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

千装 俊幸 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

知念 賢一 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

野中 雄太 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

松井 大輔 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

三角 真 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

安田 真悟 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報システム学専攻

ラズバン ベウラン 北陸先端科学技術大学院大学 インターネット研究センター

池田 伸一 松下電器産業株式会社 eネット事業本部

内田 豊一 松下電器産業株式会社 eネット事業本部

岡崎 芳紀 松下電器産業株式会社 ネットワーク開発センター

川上 哲也 松下電器産業株式会社 次世代モバイル開発センター

鈴木 良宏 松下電器産業株式会社 次世代モバイル開発センター

中村 敦司 松下電器産業株式会社 ネットワーク開発センタ

服部 淳 松下電器産業株式会社 先端技術研究所 モバイルネットワーク研究所

村本 衛一 松下電器産業株式会社 IPコミュニケーションシステム開発室

横堀 充 松下電器産業株式会社 次世代モバイル開発センター

米田 孝弘 松下電器産業株式会社 IPコミュニケーションシステム開発室

多田 信彦 松下電器産業株式会社 コーポレート情報システム社

ワサカ ヴィスーティ マヒドン大学 理学部 情報科学科

ヴィセット

萩原 敦 三井物産株式会社 ITソリューション事業部

服部 裕之 明治大学 情報科学センター

矢吹 道郎 明星大学 情報学部

渡辺 晶 明星大学 情報学部

國司 光宣 メディアエクスチェンジ株式会社

高田 寛 メディアエクスチェンジ株式会社 技術部

吉村 伸 メディアエクスチェンジ株式会社

大江 将史 文部科学省国立天文台 天文学データ解析計算センター

阿部 達利 ヤマハ 株式会社 PA・DMI事業部商品開発部技術開発グループ

梅島 慎吾 ヤマハ株式会社 AV・IT事業本部 通信機器開発部

木村 俊洋 ヤマハ 株式会社 サウンドネットワーク事業本部 開発戦略室

小池田 恒行 ヤマハ 株式会社 サウンドネットワーク事業部 企画部

冨永 聡 ヤマハ株式会社 サウンドネットワーク事業部 通信機器開発部



西堀 佑 ヤマハ株式会社 アドバンストシステム開発センター VPグループ

原 貴洋 ヤマハ株式会社 PA・DMI事業部技術開発室

広瀬 良太 ヤマハ 株式会社 AV・IT事業本部 通信機器開発部

秋定 征世 横河電機株式会社 ネットワーク開発センター

梅澤 昭生 横河電機株式会社 R&Dセキュリティプロジェクトセンター

榎原 秀志 横河電機株式会社 ネットワーク開発センター

遠藤 正仁 横河電機株式会社 技術開発本部ネットワーク開発センタ IPv6グループ

大石 憲児 横河電機株式会社 技術開発本部

大原 健太郎 横河電機株式会社 IT事業部

岡部 宣夫 横河電機株式会社 技術開発本部

尾添 靖通 横河電機株式会社 技術開発本部

鎌田 健一 横河電機株式会社 技術開発本部

久保 和也 横河電機株式会社 技術開発本部ソルーション研究所 フィールドセキュリティ研究室

坂根 昌一 横河電機株式会社 技術開発本部

清水 孝祥 横河電機株式会社 CMK本部 セキュリティプロジェクト

征矢野 史等 横河電機株式会社 情報システム事業本部

医療情報システムセンターエンジニアリング部

武智 洋 横河電機株式会社 技術開発本部 セキュリティプロジェクトセンター

田中 貴志 横河電機株式会社 R&Dセキュリティプロジェクトセンタ

鳥羽 克彦 横河電機株式会社 技術開発本部

新美 誠 横河電機株式会社 CMK本部 経営企画室 セキュリティ PJT

藤澤 慎一 横河電機株式会社 IT事業部 N&Sセンター

星野 浩志 横河電機株式会社 R&Dセキュリティプロジェクトセンター

宮澤 和紀 横河電機株式会社 技術開発本部ユビキタス研究所 フィールドセキュリティグループ

宮田 宏 横河電機株式会社 IT事業部開発本部 IP技術部

毛利 公一 立命館大学 情報理工学部

Thomas Noel University Louis Pasteur — France Department of Information

and Computer Science — LSIIT Lab

クンツ ロマン University Louis Pasteur — France Department of Information

and Computer Science — LSIIT Laboratory

泉 裕 和歌山大学 システム情報学センタ

塚田 晃司 和歌山大学 システム工学部情報通信システム学科

小原 圭央 早稲田大学 大学院理工学研究科 情報・ネットワーク専攻

鈴木 恒一 早稲田大学 オープンソースソフトウェア研究所

首藤 一幸 早稲田大学 理工学研究所

伊藤 英一 WIDE Project

伊藤 誠吾 WIDE Project

伊藤 実夏 WIDE Project

稲田 衣美 WIDE Project

今津 英世 WIDE Project

岡本 健 WIDE Project

奥村 貴史 WIDE Project

笠藤 麻里 WIDE Project

川本 芳久 WIDE Project



菊地 高広 WIDE Project

ギョーム バラドン WIDE Project

宮司 正道 WIDE Project

今野 幸典 WIDE Project

櫻井 智明 WIDE Project

鈴木 聡 WIDE Project

曽田 哲之 WIDE Project

高原 尚志 WIDE Project

竹内 奏吾 WIDE Project

田代 秀一 WIDE Project

辰巳 智 WIDE Project

谷山 秀樹 WIDE Project

壇 俊光 WIDE Project

徳川 義崇 WIDE Project

西 和人 WIDE Project

能城 茂雄 WIDE Project

Paik Eun Kyoung WIDE Project

藤原 一博 WIDE Project

マニング ウイリアム WIDE Project

三谷 和史 WIDE Project

森島 晃年 WIDE Project

陸 楽 WIDE Project

渡邊 孝之 WIDE Project



◆WIDEプロジェクトは、次の各組織との共同研究を行っています。

Huawei Technologies Co., Ltd.

KT Advanced Technology Laboratory

The Massachusetts Institute of Technology (MIT)

United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization (UNESCO)

アクセリア株式会社

アラクサラネットワークス株式会社

アンカーテクノロジー株式会社

イー・アクセス株式会社

株式会社インターネットイニシアティブ

株式会社インターネットオートモビリティ研究所

株式会社インターネット総合研究所

株式会社インテック

インテル株式会社

株式会社ヴェクタント

宇宙航空研究開発機構（JAXA）

SRI研究開発株式会社

NTTコミュニケーションズ株式会社

NTTソフトウェア株式会社

株式会社 NTT PCコミュニケーションズ

沖電気工業株式会社

株式会社オムニサイソフトウエア

独立行政法人科学技術振興機構

京セラ株式会社

株式会社ケイ・オプティコム

KDDI株式会社

株式会社 KDDI研究所

株式会社構造計画研究所

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

サイレックス・テクノロジー株式会社

JSAT株式会社

シャープ株式会社

独立行政法人情報通信研究機構（NICT）

財団法人新生資源協会

株式会社新日本電波吸収体

株式会社スクールオンインターネット研究所

株式会社創夢

測位衛星技術株式会社

ソニー株式会社

ソネットエンタテインメント株式会社

ソフトバンク BB株式会社

ソフトバンクテレコム株式会社

株式会社ソフトフロント

株式会社デンソー



株式会社東芝

凸版印刷株式会社

株式会社トランス・ニュー・テクノロジー

トレンドマイクロ株式会社

西日本電信電話株式会社

日商エレクトロニクス株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社

日本インターネットエクスチェンジ株式会社

日本エリクソン株式会社

日本国際教育大学連合

日本シー・エーディー株式会社

財団法人日本自動車研究所（JARI）

日本スペースイメージング株式会社

日本電気株式会社

日本電信電話株式会社

日本ユニシス株式会社

株式会社日本レジストリサービス

ノキア・ジャパン株式会社

パナソニックコミュニケーションズ株式会社

東日本電信電話株式会社

株式会社ピクト

株式会社日立製作所

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社

日立電線株式会社

ファーウェイスリーコムジャパン株式会社

藤倉化成株式会社

富士ゼロックス株式会社

富士通株式会社

株式会社富士通研究所

フリービット株式会社

株式会社ブロードバンドタワー

松下電器産業株式会社

みずほ情報総研株式会社

三井物産株式会社

株式会社三菱総合研究所

三菱電機情報ネットワーク株式会社

南カリフォルニア大学 情報科学研究所

メディアエクスチェンジ株式会社

森ビル株式会社

ヤマハ株式会社

株式会社 UCOM

横河電機株式会社

リーチネットワークス株式会社

順不同



◆WIDEインターネットは、次の組織の協力により運営されています。

Cooperative Association for Internet Data Analysis (CAIDA)

Digital Realty Trust

Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique (INRIA)

Internet Systems Consortium (ISC)

Oxford International Review (MS), Ltd.

University Louis Pasteur

アカデミーキャピタルインベストメンツ株式会社

アジア科学教育経済発展機構（Asia SEED）

株式会社アット東京

株式会社イーサイド

株式会社岩波書店

インターネット ITS協議会

株式会社インターネットイニシアティブ

財団法人インターネット協会

株式会社インターネット戦略研究所

株式会社インプレス

NTTコミュニケーションズ株式会社

NTT Multimedia Communications Laboratories, Inc.

大阪大学

株式会社キールネットワークス

岐阜県

キヤノン株式会社

九州大学

財団法人京都高度技術研究所

京都大学

空港情報通信株式会社（AICS）

倉敷芸術科学大学

慶應義塾大学

株式会社ケイ・オプティコム

KDDI株式会社

株式会社 KDDI研究所

株式会社サイバー・ソリューションズ

財団法人さっぽろ産業振興財団

独立行政法人産業技術総合研究所（AIST）

サン・マイクロシステムズ株式会社

JSAT株式会社

静岡大学

シスコシステムズ合同会社

独立行政法人情報通信研究機構（NICT）

スタンフォード大学

先進インターネット開発大学事業団（UCAID）

ソフトバンク IDC株式会社



財団法人ソフトピアジャパン

非営利特定活動法人中国・四国インターネット協議会

東京海洋大学

東京工科大学 メディアセンター

東京工業大学

東京大学

東北大学

奈良先端科学技術大学院大学

成田国際空港株式会社

西日本電信電話株式会社

ニフティ株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社

財団法人日本自動車研究所（JARI）

日本電信電話株式会社

日本放送協会 放送技術研究所

東日本電信電話株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

株式会社ピクト

日立情報通信エンジニアリング株式会社

広島大学

株式会社フォア・チューン

株式会社富士通研究所

FUJITSU LABORATORIES OF AMERICA, INC. (FLA)

株式会社ブロードバンドセキュリティ

ベライゾンジャパン合同会社

北陸先端科学技術大学院大学

三菱電機情報ネットワーク株式会社

南カリフォルニア大学 情報科学研究所

メリーランド大学

株式会社ライブドア

ワイカト大学

ワシントン大学

順不同



◆ AI3ネットワーク、SOI-Asia プロジェクトは、次のパートナー大学・研究機関とともに研究を行ってい

ます。

Bangladesh バングラデシュ工科大学（BUET）

Cambodia カンボジア工科大学（ITC）

Cambodia カンボジア健康科学大学（UHSC）

Indonesia ブラビジャヤ大学（UNIBRAW）

Indonesia ハサヌディン大学（UNHAS）

Indonesia バンドン工科大学（ITB）

Indonesia サムラトランギ大学（UNSRAT）

Indonesia シアクアラ大学（UNSYIAH）

Laos ラオス国立大学（NUOL）

Malaysia マレーシア科学大学（USM）

Malaysia アジア医療科学技術大学（AIMST）

Mongolia モンゴル科学技術大学（MUST）

Myanmar ヤンゴンコンピュータ大学（UCSY）

Myanmar マンダレーコンピュータ大学（UCSM）

Nepal トリブヴァン大学（TU）

Philippines フィリピン政府科学・技術省付属高等理工研究所（ASTI）

Philippines サン・カルロス大学（USC）

Singapore テマセク・ポリテクニック（TP）

Thailand アジア工科大学院（AIT）

Thailand チュラチョームクラオ・ロイヤル・ミリタリー・アカデミー（CRMA）

Thailand チュラロンコン大学（CU）

Thailand プリンス・オブ・ソンクラ大学（PSU）

Vietnam ベトナム情報技術研究所（IOIT）

Vietnam ハノイ工科大学（HUT）

Vietnam ベトナム国家大学（VNU）

Japan 慶應義塾大学

Japan 東北大学 農学部

Japan 東京海洋大学

Japan 奈良先端科学技術大学院大学

Japan 北陸先端科学技術大学院大学

Japan 三重大学

順不同



◆ DVTSコンソーシアムは、次の各組織との共同研究を行っています。

NTTコミュニケーションズ株式会社

株式会社パワープレイ

秋田大学総合情報処理センター

青山学院大学

宇都宮大学総合情報処理センター

愛媛大学

大阪大学 超高圧電子顕微鏡センター

科学技術振興事業団 ERATO

京都大学

倉敷芸術科学大学

慶應義塾大学

慶應義塾幼稚舎

佐賀大学

産業技術総合研究所グリッド研究センター

信州大学総合情報処理センター

成蹊大学理工学部

千葉大学大学院工学研究科

筑波大学

東京大学

東京農工大学

東京農工大学生物システム応用科学教育部

東北工業大学情報通信工学科松田研究室

長崎総合科学大学

名古屋大学情報基盤連携センター

奈良先端科学技術大学院大学

北陸先端科学技術大学院大学

北海道情報大学 経営情報学研究科 ネットワーク技術プログラム

名桜大学 生涯学習推進センター

立命館大学理工学部山内研究室デジタルシネマ

琉球大学工学部情報工学科

龍谷大学

和歌山大学

Asian Institute of Technology

Automatic and Industrial Computing Institute

Bradley University

Canada’s National Arts Centre

Carleton University

Center for Networking of Infrastructure Sensors

Chulalongkorn University

Chungnam National University



City University of New York

CNR ISN

Columbia University, Academic Information Systems

Delft University of Technology

Dutsches Elektronen-Synchrotron

Faculty of Medicine, National University of Malaysia

Federal University of Paraiba — UFPB

Fundacio I2CAT

Gwangju Institute of Science & Technology

Hamilton High School

IIIT-Kolkata

INRIA, Project PLANETE

Internet2

La Salle

Masaryk University

Ohio State University, BUCKITV (Student Television)

Penn State University

Portsmouth Public Schools

Queensland University of Technology Creative Industries Precinct

Saint Francis University

School of Oriental & Arfican Studies

Seoul National University

Society for Arts and Technlogy

Sogang University

Technical University of Catalonia (UPC)

The University of New South Wales

University of California, San Diego (SRTV)

University of Central Florida

University of Miami School of Communication

University of Michigan

University of Sao Paulo, Brazil

University of Southern California

University of Sydney, VISLAB

University of Waterloo

York University

順不同



◆ NSPIXPは、次の各組織との共同研究によって運営されています。

Google, Inc.

株式会社朝日ネット

アジア・ネットコム・ジャパン株式会社

株式会社アット東京

アットネットホーム株式会社

イクアント・ジャパン株式会社

株式会社インターネットイニシアティブ

株式会社インターネット総合研究所

株式会社ヴェクタント

株式会社エアネット

株式会社 STNet

NECビッグローブ株式会社

NTTコミュニケーションズ株式会社

NTTスマートコネクト株式会社

株式会社 NTTデータ三洋システム

株式会社 NTTデータ

株式会社 NTT PC コミュニケーションズ

株式会社愛媛シーエーティヴィ

沖電気工業株式会社

キヤノンネットワークコミュニケーションズ株式会社

株式会社倉敷ケーブルテレビ

株式会社ケイ・オプティコム

KDDI株式会社

株式会社 KDDIネットワーク＆ソリューションズ

株式会社 KDDI研究所

さくらインターネット株式会社

株式会社 CSKシステムズ

株式会社シーテック

ジャパンケーブルネット株式会社

ソニー株式会社

ソネットエンタテインメント株式会社

ソフトバンク BB株式会社

ソフトバンクテレコム株式会社

財団法人地方自治情報センター

株式会社ドリーム・トレイン・インターネット

株式会社ドルフィンインターナショナル

西日本電信電話株式会社

日本インターネットエクスチェンジ株式会社

日本 AT＆ T株式会社

株式会社日本レジストリサービス

株式会社ハイホー

株式会社日立製作所



ビジネスネットワークテレコム株式会社

富士通株式会社

株式会社ブロードバンドセキュリティ

株式会社ベッコアメ・インターネット

ベライゾンジャパン合同会社

マイクロソフト株式会社

三菱電機情報ネットワーク株式会社

メディアエクスチェンジ株式会社

株式会社 UCOM

ユニアデックス株式会社

リーチネットワークス株式会社

順不同



◆ BAPコンソーシアムは、次の各組織との共同研究を行っています。

大日本印刷株式会社

凸版印刷株式会社

パナソニック コミュニケーションズ株式会社

株式会社日立製作所 中央研究所

順不同



◆その他以下のような公的研究資金による活動と連携した研究活動を行なっています。

総務省

外務省

文部科学省

厚生労働省

経済産業省

国土交通省

独立行政法人 情報通信研究機構（NICT）

情報処理振興事業協会（IPA）

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

日本学術振興会（JSPS）

日本情報処理開発協会（JIPDEC）

順不同



はじめに

1980年代後半に JUNETでの電子メールや電子ニュースのネットワークを開発運用

していたコンピュータサイエンスの研究グループが、BSD UNIXにおける TCP/IPの

分析や開発に携わり、未来の分散処理環境の議論を始めたことがWIDEプロジェクト

発足のきっかけである。Ethernetの普及が 80年代の中盤であり、コンピュータの連結

が現実となり、さらに広域でも何とかそのモデルを考えることができるようになった。

これらの可能性は当時のシステムソフトウェア分野の研究者には果てしない夢の源泉で

あった。そんな情熱で議論をしていたグループは、全く我慢や辛抱ができずに、JUNET

の一部の組織を、とりあえず常時 TCP/IPでの接続を果たすために、高価な専用線で

相互に接続した。後になってみると、記録に残っているのはこうした契約の日付なの

で、「WIDEプロジェクトの起源は 1988年」ということになっているが、構想や議論

の盛り上がりはもう少し前から始まっていた。いずれにせよ、そこから数えると 20年

の歳月が経過したことになる。そもそも研究プロジェクトという、研究テーマに対する

求心性や継続性などを考えると、20年という長さは異常なほどであると言わざるを得

ない。にもかかわらず、相変わらずの意欲的な研究活動ができている理由はいくつか

ある。一つは、20年前の夢が着々と現実になっていくことに対する期待と責任の持続

である。実際には 20年の間、それぞれの時期に描いていたビジョンに多角的に取り組

み、広い意味での情報社会の基盤開発を担ってきたことに、研究の多様性、研究テーマ

のポートフォリオのようなものがWIDEプロジェクトに確立され、それが、産官学の

研究体制として持続性を作っていた。もう一つは、研究者の数が 10人規模から数百人

の規模に発展しても、実働の約半分は常に学生であることである。課題を議論する研

究プロジェクトが、課題を解決する次の世代と共に活動できる場として、WIDEプロ

ジェクトの価値はそれぞれの立場で持続している。

2008年を迎え、2007年度の共同研究の報告にあたり、改めてこの 20年にわたるご

指導とご協力に心より感謝申し上げる次第である。

さて、2007年度のWIDEプロジェクトの研究活動は、関連分野での急速な発展と同

期しつつ、活発に行うことができた。

2007年度に運用上心がけてきたことの一つは、新しい世代のアーキテクチャをどのよ

うに議論できるかという点である。米国における NSFがポストインターネットのアー

キテクチャやそれに関連するテストベッドの研究支援体制を整備する中、EUでも新し

いインターネットアーキテクチャの研究課題が FP7などの枠組みで推進され始めた。

我が国でも NICTや NIIの情報・通信系の研究機関における新しい研究体制を整えつ

つあり、WIDEプロジェクトのメンバーもそれぞれに関わりを持ち、WIDEでの議論

や活動を進めている。

産官学の連携としてのWIDEプロジェクトは、産業基盤としての情報環境の発展を
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見据える傾向がある。光ファイバや電波の新しい通信技術から、RFIDや新しいデバイ

ス、時空間を定義するセンサや新しい概念、ディスプレイなどのデバイス技術等、先

端技術の発展。固定通信、移動通信、映像産業、情報産業から、教育、医療、セキュリ

ティなどの新しいビジネス基盤としての情報技術。欧米に加えて、アジア、インド、中

東、アフリカなどとの新しい関係の基盤としての情報技術。これらの産業やマーケット

の動きに加え、知的財産や制度、外交などの専門家を加えた多様な視点から、アーキテ

クチャの提案を進めていけることは、WIDEプロジェクトの役割であり、責任である。

プロトコルアーキテクチャ、実空間や時空間への発展、そして、方法処理アーキテク

チャに関する全般的な分野での研究活動は、それぞれ先端的に進み、本報告書にも記録

されている。特筆すべき傾向として、共同研究者の国際性がある。国際語としての英語

での議論をすべきだという点と、議論の先端性と学生の導入を進めるための母国語の利

用との板挟みであることはどの社会でも共通しているが、2007年は夏の合宿を全英語

化するなど、積極的な試みを続けている。

我々の研究分野には科学技術全般への大きな責任がある。そしてメディアやコミュ

ニケーションを基盤として、新しい課題への役割がある。

最後に、2007年度にはつらく悲しい別れがあった。JUNETの初期からの同僚であ

り、我が国のコンピュータネットワークのリーダであり続けた松方純さん。WIDEメン

バーとして、ボードとして、世界中の専門家と共にUNIXと Internetの夢を共有し続け

たスーパースター萩野（itojun）純一郎さん。そして、WIDE報告書をはじめ、WIDE

の社会に対する窓口機能に情熱的に取り組んでいただいた上原徹さん。このうちの誰

か一人が欠けていても、現在のWIDEプロジェクトはないでしょう。心からの感謝と

ご冥福を祈り、みなさんの夢を少しでも実現することを、WIDEプロジェクトを代表

して誓いたいと思う。

大きな期待があるこの世界に、2007年度のWIDEプロジェクトは新しい挑戦へのス

タートを切った。我々の大きな原動力である関係者の皆様のご支援に心から感謝する

と共に、2008年度以降の活動への積極的な参加とご指導をお願いして 2007年度研究成

果ご報告の序とさせていただく。

2008年 3月 17日

WIDEプロジェクト代表

村井 純
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